
いつだって好奇心　手を伸ばせばそこに本

問社会教育課　☎・有（582）1142　5（581）2733

　子どもたちは、絵本や紙芝居などの読み聞かせを
通して、ドキドキワクワクしながらお話の世界に興
味や心を広げていきます。また、お話の世界にどっ
ぷりひたる中で、喜びや悲しみなど、さまざまな気
持ちに触

ふ
れ、それが人や

物に対する思いやりの
気持ちにつながってい
くと考えています。
　園では、一日一冊以上
の絵本などの読み聞か
せを行い、保護者の読み
聞かせボランティア「すまいる」の皆さんも、子ども
たちとお話の世界を楽しみながら、読み聞かせをし
ています。また、毎週１回絵本貸し出しを行い、家庭
でも親子で触れ合いながら、読み聞かせの大切さや
心の育ちを伝えています。これからも、保護者とと
もに、子どもたちの心豊かな成長を願いながら読み
聞かせ活動を継続していきたいと思っています。

　各年齢に合った絵本の読み聞かせを行ったり、
毎週１回3～5歳児に絵本貸し出しの日を設け、
子どもが選んだ絵本を親子で一緒に読めるよう
にしています。また年長児は絵本の部屋で好き

な絵本をじっくり読む
時間なども設けてい
ます。少し長いお話に
なると「続きはまた明
日」と、手作りのしおり
をはさんで、続きを読
むのを楽しみにしてい

る子どももいます。
　自分が主人公になってドキドキハラハラしたり、
ことば遊びを繰り返し楽しんだり、たくさんのお
話にふれて豊かなイメージでものごとを考える
力が育まれているように感じます。これからもさ
まざまな絵本との出会いを大切に、豊かな心情
の育ちにつなげていきたいと思います。

河西幼稚園 小津こども園

「保護者とともに、お話の世界を楽しもう」 「絵本は心の栄養です」

  子どもの読書活動　学校・園の取り組みを紹介します㉛
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